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 4 週齢の白色ニュージランド家兎の皮下にシリコンチューブを移植して、4 週後にチューブ
周囲に形成される Biosheet を摘出した。 
 家兎の頚部気管に作成された 3×6mm の気管切開孔に 4×7mm に成型されたゴアテック
ス®を6−0 プロリンを用いて連続縫合を施し、気管パッチ閉鎖を行った群をGroup 1とした。
同様に真皮組織を用いて気管パッチ閉鎖した群を Group 2 とし、Biosheet で閉鎖した群を
Group 3 とした。移植後 4 週で、頚部気管を摘出し、これを組織学的に検討した。 
【結果】 
 全ての Group で気管構造を保っていたが、Group 3 にのみ組織学的に再生軟骨が確認され
た。Group 3 では内腔で気管上皮も再生していた。Group 3 は Group 1 や Group 2 と異なり、
コラーゲン type Ⅱやグリコサミノグリカンが際立って多く存在していた。 
【結論】 
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